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平成29年度行政評価　施策評価シート　（平成28年度実績）

施策名 地域において安心して生活できるための支援

施策コード 030201

　１．施策の担当

主管課

関係課

健康福祉部 高齢介護課

健康推進課

　２．総合計画における位置づけ

総合計画

政策

施策

節

第３章　やさしさとふれあいのあるまち

づくり（安心・健康）

第２節　高齢者福祉

地域において安心して生活できるための支援

　基本方針

・住み慣れた地域で自立した生活を営めるように地域での支え合い事業の推進や相談体制の充実を図り、地域において安心して日

常生活を営むことができる環境づくりを進めます。また、高齢者が安心して暮らせる住環境を創るため、三世代同居等の支援に取

り組みます。

・高齢者が要介護状態等となることを予防するために、介護予防事業を中心に各種事業を推進し、地域において自立した生活を営

むことができるよう努めます。

　現況と課題

・本格的な超高齢社会の到来や家族形態の変容に伴い、今後の要介護認定者や認知症高齢者、ひとり暮らし高齢者等のさらなる増

加が見込まれる中、高齢者が可能な限り住み慣れた地域の中で安心して暮らし続けられるよう、支援が求められています。

・介護保険制度の見直しによって、要支援、要介護状態になる前からの介護予防が重要視されており、高齢者が要介護状態等とな

るのを予防することが求められています。

・要介護状態等となった場合においても、介護保険サービスを中心に様々なサービスを利用しながら、可能な限り、地域において

自立した生活を営むことができるように支援するため、高齢者福祉サービスの充実や地域支援事業の推進が求められています。

　施策目標

　対象（誰を、何を、どこを）

高齢者

　意図（どのような状態にしたいのか）

配食サービスや安否情報をはじめとする在宅生活支援や生活の場を確保することにより、地域で安心して暮らすことができるよう

にします。

　３．市民ニーズ

満足度（偏差値）

H26 H27 H28 H29 H30

重要度（偏差値）

H24

49.9

H25

57.2

　４．施策にかかるコスト

単位 H27決算 H28決算

コス

トの

内訳

人件費

事業費

フルコスト

千円

18,590 27,338

財源

内訳

国庫支出金

府支出金

市債

その他

一般財源１（＝フル

コストー特定財源）

一般財源２（＝直接

事業費ー特定財源）

千円

97,648 112,994

56,406 67,923

13,259 14,640

79,058 85,656

26,521 29,281

0 0

1,462 1,150

37,816 40,585

　５．施策の成果指標

成果指標１ 在宅高齢者数

項目 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

実績値

達成度

H24実績

22,420.0

97.19

24,120.0 25,000.0 25,000.0目標値 26,000.0 26,000.0

21,789.0 22,533.0 23,342.0 24,944.0 25,251.0

23,260.0

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

96.87 96.77 99.78 101.0

在宅高齢者数を把握することで、

高齢者が要介護状態等になること

なく、住み慣れた地域で自立した

生活を営むための様々な在宅福祉

サービスや介護予防事業などの進

捗状況がわかります。

第５期介護保険事業計画の中の数

値を考慮し設定した。

高齢者数の増加とともに、在宅で介護サービスを受ける高

齢者が増加している。

成果指標２ 介護保険を含めた在宅福祉サービスの年間利用者数

項目 H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

目標値 5,440.0 5,700.0 5,494.0 5,669.0 5,669.0

実績値 5,156.0 5,324.0 5,295.0 5,593.0 5,587.0

93.4 96.38 98.66 98.55

5,800.0 5,800.0

達成度 94.78
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図

表

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

介護保険を含めた在宅福祉サービ

スの利用者の変化を把握すること

で、高齢者が住み慣れた地域で自

立した生活を営むための支援の進

捗状況がわかります。

平成２４年から平成２５年の実績

値の伸び率を勘案し、平成２６年

より目標値を再設定した。

高齢者数は増加しているが、介護サービス以外では、緊急

通報装置、配食、福祉農園など様々な在宅サービスを利用

しながら、日常生活をされている利用者は減少している。

理由としてはｻｰﾋﾞｽ付き高齢者住宅への入居、民間配食業者

の参入、年金受給開始年齢の引き上げなどが考えられる。

成果指標３ 在宅高齢者率

項目 H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

目標値 96.95 97.03 97.11 97.19 97.19

実績値 96.77 96.85 96.98 97.14 97.25

99.81 99.87 99.95 100.06

97.19 97.19

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

在宅高齢者率を把握することで、

高齢者が要介護状態等になること

なく、住み慣れた地域で自立した

生活を営むための様々な在宅福祉

サービスや介護予防事業などの進

捗状況がわかります。

過去４年間の伸び率を勘案して設

定した。

高齢者数の増加とともに、在宅で介護サービスを受ける高

齢者が増加している。

達成度 99.81

成果指標４ 地域健康教室参加者数

項目 H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

目標値 469.0 478.0 485.0 492.0 492.0

実績値 431.0 347.0 321.0 253.0 296.0

72.59 66.19 51.42 60.16

492.0 492.0

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

地域健康教室の参加者数を把握す

ることで、どれくらいの方に介護

予防に貢献できているかがわか

る。

過去４年間（H21-H25）の伸び率

を勘案して設定した。※H24以降

は開催回数を２倍にした。

H24から開催回数を２倍に増やしたが、実績値は２倍にまで

至っていない。参加者は固定化されており、今後のどのよ

うにＰＲしていくかが課題である。

達成度 91.9

成果指標５ 認定率（６５歳上高齢者のみ）

項目 H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

目標値 16.7 16.6 16.9 16.9 16.9

実績値 16.7 16.5 16.5

第６期介護保険事業計画の数値を

参考に設定した。

介護保険の認定率については、高齢者の増加に伴い微増の

傾向にある。

達成度 100.0 99.4 97.63

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

６５歳以上高齢者の介護保険サー

ビスの利用率

19,000.0

20,000.0

21,000.0

22,000.0

23,000.0

24,000.0

25,000.0

26,000.0

27,000.0

H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

成果指標①

目標値

実績値

4,800.0

5,000.0

5,200.0

5,400.0

5,600.0

5,800.0

6,000.0

H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

成果指標②

目標値

実績値

96.4

96.6

96.8

97.0

97.2

97.4

H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

成果指標③

目標値

実績値

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

成果指標④

目標値

実績値



Ｂ36,76817,974 37,492 15,5467 06090272 高齢者自立支援（高齢介護課）事業

99,60627,338 85,656 40,585合計

Ａ49,0931,882 37,628 15,6176 06090271 包括的支援事業

Ｂ3,8561,112 3,849 3,0955 01017900 生活支援ハウス(高齢者生活福祉センター)事業

Ｂ7441,696 559 5594 01017600 長寿者祝賀事業

Ｂ1,424305 578 5783 01017400 金婚を祝う会実施事業

Ｂ3,6753,514 3,510 3,2762 01016400 日常生活用具等助成事業

施策に対する市民

ニーズ

施策を取り巻く状況

（法令等の動向、

国・府の政策の動

向、社会潮流など）

合計点

総合評価

（１０点中）（１０点中）（１０点中）（１０点中）

3333

2222

3333

　６．施策の事後評価

一次評価

（担当課に

よる評価）

判定項目 評価点 評価理由、今後の方向性等

施策の成果レベル

（過去の推移、周辺

市との比較なども含

む）

福祉ｻｰﾋﾞｽを必要とする市民が多く利用している。包括的支援事業の相談実

人数は横ばいとなっている。（H27:695件→H28:690件）

市民アンケートでは満足度は低いが、重要度は高いことから、ニーズが高い

施策であると考えられます。

平成28年版　高齢社会白書によると、総人口に占める65歳以上人口の割合

（高齢化率）は27.3％（前年26.7％）となり、高齢者率は著しく増加してい

ます。

高齢者が要介護状態等となることを予防し、住み慣れた地域で自立した生活

を営めるように地域での支え合い事業の推進や相談体制の充実を図り、地域

において安心して日常生活を営むことができる環境づくりを今後も推進して

まいります。

二次評価（政策推進課・行財政管

理課による評価）

三次評価（理事者による評価）

（４点中）（４点中）（４点中）（４点中）

（３点中）（３点中）（３点中）（３点中）

（３点中）（３点中）（３点中）（３点中）

　７．施策を構成する事務事業

ＢＢＢＢ

地域健康教室参加者数の増加に努めること。

ＢＢＢＢ

地域健康教室参加者数の増加に努めること。

目標値の見直しを検討すること。

8点8点8点8点

ＢＢＢＢ

Ｂ4,046855 2,040 1,914

一次評価

一般財源人件費 事業費

1 01016100 老人保護措置事業

事務事業 H28年度決算額

H29年度予算

事務事業名予算コード

16.3

16.4

16.5

16.6

16.7

16.8

16.9

17.0

H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

成果指標⑤

目標値

実績値


